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生活とは何か

ほんとうの豊かさとは何かを
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■製作意図

高度経済成長の波に押し流されてきた生活を、質

素ではあるが安定したくらしに変えようとしても、

それはお互いに容易なことではない。この映画は、

冬は年寄と子供を残して全村出稼ぎにでかけていた

秋田県の山村の母たちが子供と暮す決意をし、共同

で肉牛を飼う母親牧場設立というきびしい道を歩み

だした記録である。 、

出稼ぎは手っ取り早い金銭獲得方法ではあったが、

子供たちにも地域社会にも荒廃をもたらした。うわ

くはよくなってもそれでは元も子もない。

再び大地とのかかわりを求め地域社会の再建にの

りだした人々の歩みは、単に山村の問題としてばか

りではなく、現在の日本の社会に生きる人々の生活

に深く根ざしナニ問題にひとつの方向を与えている。

■対象青年、成人（婦人）

■用途市民教育（市民意識・社会連帯意識）
家庭教育（家庭における人間関係）

■利用方法

小集団学習の場合一青年学級、婦人学級、母親学
級などの学習計画「出稼ぎと家庭生活」「出稼ぎ
と地域社会の再開発」「『ふるさとに生きる母たち』
から何を引き出すか」「家庭における母の力」な
どの教材として好適。

集会学習の場合一青年団体、地域婦人会、母の会、
PTA等の集会の際に上映して、「母たちの可能

性とその期待」「力強く生きる母とその子たち」
などについて学習するに良き教材。

不特定多数対象の映画会一青年の家や公民館、婦
人会館、「よい映画をみる会」などに広く公開し
て、社会教育一般向けに利用して、力強く生きる
母の姿を理解したい。
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秋田県仁賀保町釜ヶ台地区は、峠をこえた山峡の山村

1樋 ；縦黙驚蕊滋蕊：
馬も木炭も売れなくなり、ビニールや紙袋が藁工品にと

鐵露
ってかわった。収入が減って支出がふえた。家の働き手

は出稼ぎに出かけて家計を補わなければならなくなった。ーー

I照撫瀧蕊 曇護
くれるふるさとの便りはうれしかった。

金銭を得るだけが生活の豐かさではないはずだ。母親

だけでもふるさとに残りたい。期せずしてみんなの気持

が一つになった。母たちの熱心な訴えの結果、県の山村主婦を対象にし

た畜産振興策の適用を受け、20人の母親を組合員として、昭和48年12月

ついに日本初の母親牧場が誕生した。

母親たちは規模の大きい共同経営の責任の重さをずつし!)と感じた。

牧草の研究、経営の勉強と、〈 ’)かえされる集団学習の中で、出稼ぎ

の間に失われた母たちの連帯感がよみがえってきた。

子牛の出荷の時がきた。市場では手塩にか

けた牛が予想以上の安値だった。
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映画評論家大内秀邦 ●
戸数僅か51戸、その半数以上の

夫婦が出稼ぎをしていた、秋田県

山峡いの釜ケ台に、母親牧場がで

きてあかるい希望が持てるように

なった。 その間の経過を一年有余

にわたって展開する、量感に満ち

溢れた作品である。

というのは、それを単なるあま

い夢物語としてではなく 、馬の飼

育や炭焼きなどの過去の生活を織

りまぜて対照的に構成する一方、

自然や現実のきびしさをなまなま

しく描いているからである。しか

も吹雪をついて登校したI)学校で

入浴を楽しんだりしているこども

たちの表情に、たのもしい未来が

期待されるなど、だれにも興味深

く見られる。農村の実態を知ると

ともに、さまざまな話題を引き出

すことができる、利用範囲の広い

すぐれた作品である。

母たちの暗い気持を吹きとばすように中学

生たちが牧場を手伝ってくれる。新しい生命

の誕生もあった。母達は又勇気をとりもどす。

牧場は一周年を迎えた。子供たちは明かる

くなった。母親たちも出稼ぎの時よりはるか

に生活には')をもった毎日をむかえている。

話し合いの要点''' ' ' '' ' 11 1Ⅱ'' ''''' ' ''' ' ' '' ' 1Ⅲ'Ⅲ'' ' ' 1'､''' ' ' 11111 'Ⅱ'' ' ' ’

l .父に続いて母が出稼ぎに出なければなら

ない事情を分析してみる。それはどうにも

ならないことだろうか。

2．両親の出稼ぎによって、子どもたちは、

心理的にどんないたでを受けただろうか。
l ./.

3．出稼ぎの両親と淋しくがまんしている子 一一』

どもたちの中に立って、学校はどんな役割

をはたしただろうか。

4．出稼ぎに出ている両親たち、家を憶い子どもを心配している気持が

くみとれる。その点が映像としてどう表現されているか。

5．母親牧場建設の動機は何か。

6．母親牧場を成功に導くものは何だろうか。そのうちの一人があなた

だったらどうしたろう？

7．母親たちがふるさとに残るようになって、子どもたちの表情はどう

変ったか。

8．母たちの労働を手伝いながら、労働と生産の大事なことを、身をも

って体験していく中学生。この子たちの人間形成への影響はどうか。

9．畜産は厳しい。しかし私たちの中には、育つものがあるという。こ

れこそ母たちの生きがい。それは何と何か。

10．牧場設立1週年祝餅の意味するもの？

11. この映画から何を引き出すか。この母たちのすばらしい力(可能性）

を、今の自分たちの状況ではどう生かしたらよいか。
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